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ドイチェ・アセット・マネジメント株式会社
東京都千代田区永田町2-11-1 山王パークタワー 

<お問い合わせ先> 

電話番号：03-5156-5108 

受付時間：営業日の午前9時～午後5時 

  https://funds.dws.com/jp/ 

＊お取引内容等につきましては、ご購入された販売会社にお問い合わせくだ
さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／国内／株式 

信託期間 無期限 

運用方針 
信託財産の積極的な成長を目指して
運用を行います。 

主 要 
運用対象 

わが国の取引所に上場(これに準ずる
ものを含みます。)している中型・小
型株を主要投資対象とします。 

組入制限 

株式への投資割合には制限を設けま
せん。外貨建資産への投資は、信託
財産の純資産総額の30％以内としま
す。 

分配方針 

年1回の毎決算時(原則として3月10
日。ただし、当該日が休業日の場合
は翌営業日。)に、原則として以下の
方針に基づき収益分配を行います。 
①分配対象額の範囲は、繰越分を含

めた利子・配当収入と売買益(評価
益を含みます。)等の全額としま
す。 

②分配金額は委託会社が基準価額水
準、市況動向等を勘案して決定し
ます。ただし、分配対象額が少額
の場合は、分配を行わないことが
あります。 

③留保益の運用については特に制限
を設けず、委託会社の判断に基づ
き、元本部分と同一の運用を行い
ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

ドイチェ・ジャパン・ 
グロース・オープン 

（愛称：咸臨丸） 

 

第20期 運用報告書(全体版) 

決算日 2019年３月11日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■投資者のみなさまへ 

 平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し

上げます。 

 さて、｢ドイチェ・ジャパン・グロース・

オープン（愛称：咸臨丸）｣は、2019年３月

11日に第20期の決算を行いました。ここに

期中の運用状況をご報告申し上げます。 

 今後とも一層のご愛顧を賜りますようお

願い申し上げます。 
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○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 東証二部株価指数 ジャスダック指数 合 成 指 数 

株  式 
組入比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(参考指数) 
期 中 
騰 落 率 

(参考指数) 
期 中 
騰 落 率 

(参考指数) 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％  ％  ％ ％ 百万円 

16期(2015年３月10日) 15,462 0 29.3 4,535.79 24.2 108.18 6.5 22,036 16.2 97.9 2,659 

17期(2016年３月10日) 15,387 0 △ 0.5 4,295.28 △ 5.3 107.73 △ 0.4 21,573 △ 2.1 98.7 2,335 

18期(2017年３月10日) 17,538 0 14.0 5,819.30 35.5 134.20 24.6 28,284 31.1 99.6 2,355 

19期(2018年３月12日) 23,436 0 33.6 7,312.69 25.7 177.95 32.6 36,793 30.1 98.0 2,841 

20期(2019年３月11日) 17,564 0 △25.1 6,792.81 △ 7.1 149.30 △16.1 32,733 △11.0 99.0 2,005 
 
(注)当ファンドは、トップ・ダウン・アプローチとボトム・アップ・アプローチにより選別された企業に投資することによって信託財産の

成長を目指すため、ベンチマークを設けておりません。参考指数として、東証二部株価指数、ジャスダック指数及び合成指数を記載し
ております。 
※合成指数は、東証二部株価指数(配当込み)50％＋ジャスダック指数50％のインデックスです。また、設定日を10,000として指数化し

ております。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 東証二部株価指数 ジャスダック指数 合 成 指 数 株  式 

組入比率  騰 落 率 (参考指数) 騰 落 率 (参考指数) 騰 落 率 (参考指数) 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％  ％  ％ ％ 

2018年３月12日 23,436 － 7,312.69 － 177.95 － 36,793 － 98.0 

３月末 23,347 △ 0.4 7,213.64 △ 1.4 176.94 △ 0.6 36,543 △ 0.7 99.4 

４月末 23,145 △ 1.2 7,045.08 △ 3.7 173.75 △ 2.4 35,790 △ 2.7 99.2 

５月末 23,281 △ 0.7 7,256.58 △ 0.8 175.98 △ 1.1 36,559 △ 0.6 98.7 

６月末 22,857 △ 2.5 7,347.82 0.5 171.10 △ 3.8 36,307 △ 1.3 99.6 

７月末 22,187 △ 5.3 7,363.67 0.7 167.47 △ 5.9 35,962 △ 2.3 98.7 

８月末 21,482 △ 8.3 7,261.48 △ 0.7 167.74 △ 5.7 35,745 △ 2.8 98.9 

９月末 21,578 △ 7.9 7,358.34 0.6 167.13 △ 6.1 35,964 △ 2.3 98.4 

10月末 18,490 △21.1 7,024.98 △ 3.9 155.29 △12.7 33,879 △ 7.9 98.6 

11月末 19,138 △18.3 7,105.24 △ 2.8 156.55 △12.0 34,212 △ 7.0 98.3 

12月末 16,455 △29.8 6,233.61 △14.8 136.69 △23.2 29,993 △18.5 97.7 

2019年１月末 17,117 △27.0 6,676.45 △ 8.7 145.09 △18.5 31,980 △13.1 98.3 

２月末 17,940 △23.5 6,831.86 △ 6.6 151.98 △14.6 33,120 △10.0 98.8 

(期  末)          

2019年３月11日 17,564 △25.1 6,792.81 △ 7.1 149.30 △16.1 32,733 △11.0 99.0 
 
(注)騰落率は期首比です。 
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○当期の運用概況と今後の運用方針 (2018年３月13日～2019年３月11日) 

 
基準価額、参考指数と純資産総額の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
※参考指数：東証二部株価指数 

ジャスダック指数 

合成指数(東証二部株価指数(配当込み)50％＋ジャスダック指数50％) 

※参考指数は期首を基準価額と同じ値として表示しております。 

 
(注1)分配金再投資基準価額は、収益分配金(税込み)を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の本質的なパフォ

ーマンスを示すものです。ただし、上記対象期間中の分配金が0円のファンドにつきましては基準価額と重なって表示されております。 

(注2)分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

 

◆基準価額 

 当ファンドの基準価額は期末において17,564円となり、前期末比25.1％下落しました。 

 運用に関しましては、｢創業｣から｢成長｣へと飛躍を目指している企業に対して中長期的投資を行

い、環境の変化に対応して事業構造を見直し｢再成長｣が見込まれる企業にも投資するという基本理

念を踏襲しました。 

 受注高の減少などが嫌気された小型精密モーターメーカー、社長が保有する株式の海外売り出し

による需給悪化などが懸念されたインターネットメディア運営会社、既存店売上の低迷などが嫌気

された飲食店チェーン運営会社等の保有が基準価額にマイナスに影響しました。 
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◆投資環境 

 当期の日本株式市場で株価は下落しました。期初以降、イタリアの政局混乱や米中貿易摩擦の激

化、中国経済の減速懸念、新興国の通貨不安などを背景に上値の重い展開となり、9月上旬まで一

進一退の動きが概ね続きました。その後、米国による対中制裁関税第3弾の発動を受けて短期的に

悪材料出尽くし感が強まると、為替相場で円安米ドル高が進行したこともあり、一旦は上値を試す

展開となりました。ところが、10月に入り、米長期金利の上昇などを受けて世界的に株安が進み、

日本市場も大幅に下落しました。さらに年末にかけて米国景気の減速懸念や米利上げ打ち止め観測

の後退などを背景に米国株が急落すると、日本株も一段安となりました。年明け以降は、米連邦準

備制度理事会(ＦＲＢ)議長が柔軟な金融政策姿勢を示したことや米中貿易摩擦の緩和期待などを

背景に上昇基調に転じましたが、期首の水準を取り戻すには至りませんでした。 

 

◆運用状況 

 運用に関しましては、｢創業｣から｢成長｣へと飛躍を目指している企業に対して中長期的投資を行

い、環境の変化に対応して事業構造を見直し｢再成長｣が見込まれる企業にも投資するという基本理

念を踏襲しました。 

 主力事業の拡大に加えて、動画コンテンツなど新規サービスの寄与により会社計画を上回る利益

成長が続くと見込まれたＰＲ事業会社や、国内外の版権収入の拡大による利益成長期待が高まった

アニメ制作会社の投資比率を引き上げるなどしました。一方、株価上昇に伴い短期的に過熱感が高

まった貸会議室運営会社や、利益成長期待が低下したシリコン製品メーカーを売却するなどしまし

た。 
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◆収益分配金 

 基準価額水準等を勘案して、分配は行わないことといたしました。なお、留保された収益金につ

きましては、当ファンドの運用の基本方針に基づき運用させていただきます。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第20期 

2018年３月13日～ 
2019年３月11日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 16,859  
 
(注1)対基準価額比率は当期分配金(税込み)の期末基準価額(分配金込み)に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

(注2)当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金(税込み)と一致しない場合があります。 

 

◆今後の運用方針 

 当ファンドでは引き続き、｢創業｣から｢成長｣へと飛躍を目指している企業に対して中長期的投資

を行い、環境の変化に対応して事業構造を見直し｢再成長｣が見込まれる企業にも投資し、信託財産

の積極的な成長を目指して運用を行います。 

 当面の国内株式市場は神経質な展開を予想します。年初からの上昇に対する調整への警戒感と来

年度の企業業績に対する不透明感から当面の上昇余地は限定的と見ています。一方、株式市場の調

整局面ではバリュエーション面での割安感や株主還元への期待が下値をサポートする展開を想定

します。引き続き、米中通商交渉やＦＲＢの金融政策の動向を見据えた神経質な展開が当面は予想

されますが、その後は戻りを試す展開に移行すると考えています。運用にあたっては、独自のビジ

ネスモデルを背景に中長期的な業績拡大が期待される銘柄、事業構造改革や生産性の改善などによ

って利益成長力が高まると考えられる銘柄などに注目し、銘柄選別を行っていく方針です。 
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○１万口当たりの費用明細 (2018年３月13日～2019年３月11日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

 円 ％  

（a） 信 託 報 酬 399 1.939 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (222) (1.077) 委託した資金の運用等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (155) (0.754) 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファン
ドの管理等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 22) (0.108) 運用財産の管理、委託会社からの指図の実行等の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 14 0.070 (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 14) (0.070)  

（c） そ の 他 費 用 20 0.096 (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （監査費用・印刷費用等） ( 20) (0.096) 監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用や目論見書や運用報告
書の作成に係る費用等 

 合 計 433 2.105  

期中の平均基準価額は、20,584円です。  
 
(注1)期中において発生した費用(消費税のかかるものは消費税を含む)は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算

出した結果です。 
(注2)各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
(注3)各比率は1万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
(注4)監査費用・印刷費用等にはマイナス金利に係る費用等を含みます。 

 

○売買及び取引の状況 (2018年３月13日～2019年３月11日) 

 

 

 
買 付 売 付 

株 数 金 額 株 数 金 額 

国 

内 

 千株 千円 千株 千円 
上場 1,234 1,883,639 1,387 2,018,234 
 (   43) (       －)

 
(注1)金額は受渡し代金。 
(注2)単位未満は切捨て。 
(注3)( )内は増資割当、株式転換・合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。 

 

○株式売買比率 (2018年３月13日～2019年３月11日) 

 

項 目 当 期 

(a) 期中の株式売買金額 3,901,873千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 2,374,416千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.64   
 
(注1)(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 
(注2)単位未満は切捨て。 

株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合 

株式 
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○主要な売買銘柄 (2018年３月13日～2019年３月11日) 

 

買 付 売 付 
銘 柄 株 数 金 額 平均単価 銘 柄 株 数 金 額 平均単価 

 千株 千円 円  千株 千円 円 
ベクトル 38.9 87,691 2,254 ティーケーピー 47.5 201,947 4,251 
東映アニメーション 15.9 62,353 3,921 信越ポリマー 112.5 105,770 940 
ストライク 9 61,374 6,819 トリドールホールディングス 34.7 94,388 2,720 
五洋建設 83.7 58,965 704 イオンファンタジー 14.8 74,172 5,011 
ＬＩＦＵＬＬ 73.3 54,137 738 ベクトル 40 68,943 1,723 
カチタス 16 54,071 3,379 じげん 89 55,700 625 
ブロードリーフ 67.3 47,216 701 ストライク 17.5 53,102 3,034 
タマホーム 32.4 44,986 1,388 スタジオアタオ 23.5 52,353 2,227 
ＵＴグループ 13.5 43,627 3,231 夢真ホールディングス 45 51,654 1,147 
ファインデックス 53 42,584 803 東祥 12.2 48,405 3,967 
 
(注1)金額は受渡し代金。 
(注2)金額及び平均単価の単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2018年３月13日～2019年３月11日) 

 

区       分 
買付額等 

Ａ 
売付額等 

Ｃ 
うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 1,883 71 3.8 2,018 65 3.2 

 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 1,685千円 
うち利害関係人への支払額（B） 59千円 
（B）／（A） 3.5％   
 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドに係る利害関
係人とは、DEUTSCHE BANK AG、ドイツ証券です。 

 
○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業を兼業している委託会社の自己取引状況  (2018年３月13日～2019年３月11日) 

 

 該当事項はございません。 

 
○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2018年３月13日～2019年３月11日) 

 

 該当事項はございません。 

売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率 

利害関係人との取引状況 

株式 
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○組入資産の明細 (2019年３月11日現在) 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

建設業（3.4％）    

五洋建設 － 82.8 44,794 

大氣社 － 6.9 23,115 

食料品（1.7％）    

キユーピー － 13.6 34,530 

繊維製品（1.4％）    

富士紡ホールディングス 6.9 10.1 27,270 

化学（11.0％）    

大阪ソーダ － 7.2 19,749 

群栄化学工業 6.7 － － 

日油 23.2 25.3 98,543 

ハリマ化成グループ － 12 12,012 

三洋化成工業 － 5.8 29,986 

ハーバー研究所 － 3.7 25,641 

クミアイ化学工業 － 42 33,180 

信越ポリマー 100.2 － － 

医薬品（6.2％）    

そーせいグループ 4.3 － － 

ペプチドリーム 18.9 23.1 123,123 

ガラス・土石製品（1.4％）    

黒崎播磨 5.4 5.1 28,815 

鉄鋼（1.2％）    

日本冶金工業 96.3 95.3 23,157 

金属製品（1.2％）    

信和 － 22.7 22,995 

機械（6.9％）    

ＦＵＪＩ 18.8 17.8 26,397 

ソディック 47.5 － － 

日東工器 － 14 29,372 

オプトラン 13.1 － － 

イワキポンプ － 18 17,442 

オカダアイヨン 21.1 21 27,846 

アイチ コーポレーション － 49.9 35,478 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

電気機器（8.7％）    

山洋電気 15.4 4.9 19,110 

ホーチキ 21.8 － － 

タムラ製作所 － 32.9 18,785 

アルチザネットワークス － 29.4 37,808 

マクセルホールディングス 15 13.7 21,591 

エスペック 43.3 23.8 46,195 

イリソ電子工業 6.8 － － 

山一電機 13.6 28.3 29,545 

輸送用機器（4.6％）    

エフテック 30.9 15.4 13,967 

トピー工業 － 9.8 21,638 

プレス工業 55.4 52.3 29,235 

エフ・シー・シー － 11 25,960 

精密機器（－％）    

ＣＹＢＥＲＤＹＮＥ 31 － － 

陸運業（－％）    

ＳＢＳホールディングス 19.7 － － 

情報・通信業（13.0％）    

新日鉄住金ソリューションズ － 13.4 39,449 

ブロードリーフ － 67.3 38,966 

じげん 117 28 16,996 

セレス － 17.3 33,440 

うるる 9.4 － － 

チームスピリット － 5.4 20,601 

東映アニメーション － 8.7 40,803 

デジタルガレージ － 9.1 26,426 

アルゴグラフィックス － 9.1 41,723 

卸売業（7.8％）    

あい ホールディングス 21.3 16.7 31,279 

シップヘルスケアホールディングス 12.4 11.7 51,187 

ＳＯＵ － 5.1 26,571 

トラスコ中山 15.7 14.9 45,370 
 

国内株式 
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銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

小売業（3.8％）    

セリア 6.3 － － 

ＺＯＺＯ 26.6 15.6 34,928 

あさひ 18.6 － － 

トリドールホールディングス 34.7 － － 

ＴＯＫＹＯ ＢＡＳＥ 29.1 34.3 29,463 

バルニバービ 11.5 － － 

ウイルプラスホールディングス 17 15.3 11,719 

スタジオアタオ 23.5 － － 

ＭｒＭａｘＨＤ 39.7 － － 

その他金融業（0.9％）    

アルヒ － 8.6 17,724 

不動産業（4.0％）    

ティーケーピー 58.2 10.7 34,347 

カチタス 6.5 12.5 44,312 

サービス業（22.8％）    

ＬＩＦＵＬＬ － 42.9 23,938 

インタースペース 10.4 － － 

ジェイエイシーリクルートメント 17.2 11.7 28,220 

ＵＴグループ － 13.4 31,074 

夢真ホールディングス 45 － － 

ツクイ 55.7 65.8 48,297 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

ベネフィット・ワン － 12.8 24,947 

エムスリー 9.1 24.2 43,076 

アウトソーシング 22.3 － － 

プレステージ・インターナショナル 58 22.1 27,846 

イオンファンタジー 14.8 － － 

ネクシィーズグループ － 15.9 32,197 

Ｇｕｎｏｓｙ 8.7 － － 

ベクトル 12.8 11.7 15,502 

ＩＢＪ 62.3 28.7 24,682 

アライドアーキテクツ 33.9 － － 

フリークアウト・ホールディングス － 14.8 33,536 

アトラエ － 15.6 53,196 

アルー － 16 21,120 

ベルトラ － 19.3 28,274 

東祥 17.6 5.4 17,793 

合 計 
株 数 ・ 金 額 1,430 1,321 1,986,301 

銘柄数＜比率＞ 51 62 ＜99.0％＞ 
 
(注1)銘柄欄の( )内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比

率。 
(注2)合計欄の< >内は、純資産総額に対する評価額の比率。 
(注3)評価額の単位未満は切捨て。 
(注4)－印は組入れなし。 
 

 

○投資信託財産の構成 (2019年３月11日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

株式 1,986,301 97.9 

コール・ローン等、その他 42,671 2.1 

投資信託財産総額 2,028,972 100.0 
 
(注)評価額の単位未満は切捨て。 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年３月11日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 2,028,972,849   

 コール・ローン等 40,903,099   

 株式(評価額) 1,986,301,100   

 未収配当金 1,768,650   

(B) 負債 23,412,346   

 未払解約金 2,223,020   

 未払信託報酬 20,152,626   

 未払利息 112   

 その他未払費用 1,036,588   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,005,560,503   

 元本 1,141,831,135   

 次期繰越損益金 863,729,368   

(D) 受益権総口数 1,141,831,135口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 17,564円 

 
<注記事項> 
期首元本額 1,212,548,721円
期中追加設定元本額 83,139,125円
期中一部解約元本額 153,856,711円

 

○損益の状況 (2018年３月13日～2019年３月11日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 28,277,774   

 受取配当金 28,314,502   

 その他収益金 1,750   

 支払利息 △       38,478   

(B) 有価証券売買損益 △  630,600,990   

 売買益 195,899,095   

 売買損 △  826,500,085   

(C) 信託報酬等 △   48,659,143   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △  650,982,359   

(E) 前期繰越損益金 1,071,471,952   

(F) 追加信託差損益金 443,239,775   

 (配当等相当額) (    853,550,546)  

 (売買損益相当額) (△  410,310,771)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 863,729,368   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 863,729,368   

 追加信託差損益金 443,239,775   

 (配当等相当額) (    853,550,546)  

 (売買損益相当額) (△  410,310,771)  

 分配準備積立金 1,071,471,952   

 繰越損益金 △  650,982,359   
 
(注1)(A)配当等収益－支払利息にはマイナス金利に係る費用等を含

みます。 
(注2)(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みま

す。 
(注3)(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 
(注4)(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加

設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

○分配金の計算過程 

(2018年３月13日～2019年３月11日) 

項 目 当 期 

ａ．配当等収益（費用控除後） 0円 

ｂ．有価証券売買等損益 
（費用控除後、繰越欠損金補填後） 

0 

ｃ．信託約款に定める収益調整金 853,550,546 

ｄ．信託約款に定める分配準備積立金 1,071,471,952 

ｅ．分配対象収益（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 1,925,022,498 

ｆ．分配対象収益（１万口当たり） 16,859 

ｇ．分配金 0 

ｈ．分配金（１万口当たり） 0 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
(注1)分配金をお支払いする場合 

分配金のお支払いは、原則として決算日から起算して5営業日までに開始いたします。 
(注2)分配金を再投資する場合 

お手取り分配金は、税引後みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 
＊個人受益者が受取る普通分配金については、原則として20％(所得税15％、地方税5％)の税率で源泉徴収されます。(法人受益者の場合

は税制が異なります。) 
2014年1月1日から2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興
特別所得税が付加され、20.315％(所得税及び復興特別所得税15.315％、並びに地方税5％)の税率が適用されます。 

＊少額投資非課税制度｢愛称：ＮＩＳＡ(ニーサ)｣をご利用の場合、毎年、年間120万円の範囲で新たに購入した公募株式投資信託等から
生じる配当所得及び譲渡所得が5年間非課税となります。ご利用になれるのは、満20歳以上の方で、販売会社で非課税口座を開設する
等、一定の条件に該当する方となります。また、20歳未満の方を対象とした｢ジュニアＮＩＳＡ｣をご利用の場合、毎年、年間80万円の
範囲で新たに購入した公募株式投資信託等から生じる配当所得及び譲渡所得が5年間非課税となります(ただし、対象者が18歳になるま
では払出し制限があります。)。詳しくは、販売会社にお問合せ下さい。 

＊元本払戻金(特別分配金)が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金(特別分配金)を控除した額
が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

＊税法が改正された場合等には、上記の内容が変更されることがあります。 
＊課税上の取扱いの詳細については、税務専門家または税務署にご確認下さい。 

 

<お知らせ> 

・該当事項はございません。 

 




